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 県下沿岸水温の年変動(40年度)

養殖部

 近年各地で急激にひろ.がった真珠養殖をはじめ;その他養殖対象生物にとって
 フk温はその生渚.状態を知るうえに最も重要かつ・手近かな指標として利用されると

 ころが大きい弓
 そこ。で県下高地の沿岸水温の年変化を知る目的で・下記ア地点の観測資料をも

 とに比較し咋㍍ア地点のうち・水成川・里・福山の3施点は水産業改良普及
 事業の漁場観11I嘩報の観測値・鹿児島は当本試地先の郎観測値・その他は真珠

 端簑㌫ニニ㌫驚箒高算練桑㌃㍗い
 なお、資料を提≡供下さつた方には厚くお礼申しあける。

 11出水郡率町伊腐地先(水深3胴を午後2時測温)

 ぺ峠11111・午プ時)
 ・一薩摩郡上願村小島地牢(水深3㍗・午後2時)

.観測去雫岐真珠
 ・一,蛤軍都福{町大廻地先(水深…午前10時)一

観測者福山町漁業研究青年同志余
 5。鹿児島市・水産試験鳩地先(水深0m,沸潮時)
観測者鹿永訣養殖部1

 6,指宿郡喜入町瀬・千串地先(水深0m,午故、10時)
観測者村帥珠/

 ア,指宿郡頴娃町水成川地先(水深3m,午前10時)

 槻.清一」着水成川水産幅一興会1

 ア地点の旬別平均水温め年変動は第!表、姑生図に示した。いずれも最高水温
 は8月を中心に、最低水温は1～2月にかけてあらわれる。各地,点問の温度差は

 ∵、篶㍗llll∵∵1∴
3,小

 包に八って他の地点よりも』～』高温を示している。

 I亭～水温範麗は15～30℃でその差は1事℃、7巧に入って水温は/

 急」三県し・、内㍉性を示している。また2ト3月には他地点に比して

 最高;を余している。1
 ・・福.午水温舳は15～・/℃でそ。差1よ1い・・7月に急上昇して各

 色、1ラ.間。長11;.Jを示して9月に急に下一っている。また、冬期には他の

メ

.

 他一点、では2川3月に上昇するがf6山では1～3月の間に殆んと』温度



 差がなく(16℃前後)強い内湾性を示す。

 5,鹿児島～水温範囲は15川28℃でその差は13℃、年間を通して各地点

 間の平均した傾向を示している。

 6、瀬々串～14～29℃の櫛囲'て温度差は「5℃、比較的平均した傾向をた

 どるが1～3月にかけて他地点よりも変動がある。

 ア,水成川～16川2ア℃の胸囲でその差は11℃、4～6月には他の地点よ

 ワも高温を示すがその後は特異.な領1向は見られない。

 伊唐が他の地区に比して年間を通じて低温を示して.いることがどのような理由

 かk不明であるが、39年度の同地区1の長島町高輪の水温範囲が/1～2`℃て
 あり、他の地点よりも低かった(うしお39年9月号)ことから考えても、長,弗
 地区て・は例年他の±也点よりも低い水温を示すようてある。

 また、里、小.守、が2,5月頃に他の地,自.よりも高温を示しているπ)は対、馬暖流

 の影都をかなりうけているものと思われるo



伊唐

里

小島
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瀬々串
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第1表  旬別平均水温の年変動
         "

         月旬伊麿小島里徳山鹿児島水成川瀬々串

         上14.4815-2816.1516.2215.0ア1ア35

         4申14.8215-72。一16.2516.1218.35
         下15.6118.65193518.30175{1945
         平均15,0516.6416.9416.9216.1518.38

         上16.5219321962194518.6619ア5

         5申18.2520.03;1汗手119ア∠20.80         下192420.50199021.65

         平均/Z3519.9120.4121.06194120.70

         上20.4220.4521.1023,2521.6522.90

         6申21.122-1.2121-8522.6021.9023.00
         下21.6822.1822.6523.8022.5822,65

         平均21.0921.2721.8ア2ろ.1722,0222.84

         上22.9123.09一25.0024.0323.40

         7中2ろ、9225.9224-952ア5526.5524.95
         下24.80293225-9030.4028.1026.00

         平均2ろ.8126.1125.382ア6525.9124.81

         上・…」」坐・一29.452ア4526.40
         申26.54292728.20.30.ア02Z482Z1528.85         8

         下2与一9830.22275530.852Z372Z1528.45
         平均26.012q702ア8030.202Z4326.9528.65

         上25.6228.8826.85279526.4926.052ア62

         中24.3625.8224.2025,20・24.6125-9024.4-9         9

         下23.4324.ア823.5524.652ろ.4g24.6024.55
         平均24.5325.8924.8825.9324.9125.0725-55

         上23.1023.9523.45一24.2023,6124.0023.73

         10・申22.2923.082-2.85.23.4022.3622.9522.63
         下21.6'42216322.1522.8021.6..522.202'2.19

         平・均22,5づ23.1422.ア8つ5.4622.5423,032一一2二一8一宮.
         上2115022.7921.7021.ア521.7521.8522.71.

         11申20.3ア22,2021.4521.2520.5121.7521.37
         下199520.8020.5020.95197221-001978

         平均。ク0.56身1.93。21.1821.2820.8421.5321.28
         上1Z8ブ19きる1955195018.55一18.04
         中16,811色.8ア191519/518.02一         121Z12
         下1.5.501Z1418.5018.001ZOア}15.ア2
         平均16.6918.4119き3{8.831Z68一16.90
         上13.88.16.7516.551ア55/5,5416,8515.74

         1申14.0816.5916.4G16.ア016.0316.ア015.13
         下12.9115.2915.1516.4015.2016.0513.90

         平均13.6016.1615.9816.6815.5816.5414.92

         上11.331-6.6916.0516.1515.0'115,8115.ア6

         2中16.12171621711315.9615.4516.6514.ア5
         下13.65!94018.8015.8915.3216,891ア98

         平均13.ア11ア791ア2315.901-5.2616.5816..コ6
         上14.411g.94192216.3416.111ア5716.70

         ミ≡申16,9220.3118.5516.321Z1テ18.9316.65
         下15.2218.96191116.2116.0419181Z69

         平均15-5119ア119.1416.2816.3018.601Z00
         観測水深3m333030
         観測時刻14時141010満潮時1010



 川魚川エの動き

造部

 ※内水面魚類養殖の経緯
 ウナギ、コイ、7ユ、マス等の内水面養殖はこ』数年の間に著しい進展をみ

 せている。

 春先アユ処として有名な池田湖を始め椴校川、天降川、霧島川などで獲れた

 稚アユは・海産稚アユと共に県内外の河川放流用や養殖用として出荷されている
 が、殊に県内養'殖業者約32名によって本年約2,803切(83万尾)が養殖

 されるに至った。

 これは前年の5,000.切(125万尾)からすると養、殖滅となっているが3}
 年度の1.2G0佃一(30万尾)からすると2倍強ともなり、解禁前の有利な販
 売を肩論んだ業者をして鮮魚出術に・』自から限界があるところから一頃柳当り
 1,800円で飯引きされたアユも9月になって500円台に下一落し、今・年の7
 ユ養殖は剖年同様採筑割になるのではと憂慮されている。

 又県内湧水池での=ジマス蓄養も観.光と実益を兼ねて蓄養熱に拍車をかけてい

 る。

 内水面一握殖の推移

「
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 ※加工化への経緯

 当場では39年度より従来かまぼこ原料となるか、一塩干程度にしか向かなか

 った1ソイラ(方言万引)のくん製を手掛けて商晶化し、企業的生産をみるに

 至った。

 嗜好・品としての魚、頻くん製品は、食品嗜一好の変遷に伴いそ。需要が急速に伸び

 つ㌧あるが、風味、形態を以.て珍'重される内水面魚類の場合は、季節感あふれ

 る新鮮なくん製晶化をモットーとし高温暖一地てば不適当とされる冷くん鎖;去
 (38℃以,下でくん.乾)を取入れ、当場考察のドラム任式簡易一くん製箱(製作

 費15,000円程度)によって製品化をみた。

 当場の技術指導によってマスについては大口市、串木野市て生産をゐ一るに至り

 販売体制を整えつ.㌧あり、鹿児.畠に今一つの新しい特産品が誕生しようとして

 いる。

 一方、アユについては40年度本試での試作製品が魚価対策の一撮として養殖

 業界に反響を呼び加工技術の習得により志布志町、鹿屋市で生産体制に入り、

一4一



正面

 一⊥上』

側面
 ドラム缶式簡易煩製祐、

匝忘,
 よろい戸

 il.温度計・'

 調担聖パタ7ライ

 ㌧一一1÷1∠戸㌣㍗二1土…
 烈烹糺十・ン液
 今後販路の確立が望まれる。

 10月を境として河川の降り7ユと競合して養殖アユの需裏は天すます減退へ
 向う折だけに養殖業界の加工に対する期待は大きい。
 因みにアユくん製の製造経費をみると

 生鮮アユ3ア59(10匁〉を原料とし.た場合・1尾当りの生産原価は原・(一
 代(佃800円の時30円)十調味料代(3円)1一新、べ夫賃(8円)十色竺
 代(2円)=43円で1尾・50円で販売すると十分アユ・の生値を畑当り80口
 ～900円に維持できるとしている。

 内水面魚類の養殖増に伴い、今後益々採算の合r生魚I価格の安定一二…i-1o煙化する
 ものと二子禿貝さ才1■るカ≡、i萬毒及九1工婁聖・.品の消呈辻者屋〒の芦亭い員蔓児皇=ては但≒糸合オ・一パー・

 をきたすので、製品は包装、1ノッテル等を十分考ぼして具外大都市へ剛正路吐

 拓を図ること})…先決となろう。、
 それには製造業者と消費者の近接化を図り、消費者にマッチし〕ヒ新鮮なも1、干

 常に供給する必要がある。

 木場では冷くん製品の外、焼干アユ、粕漬アユを試1年しており、又前年度冷オ
 庸の冷風を利用]し、常時冷くん製品を大=展1処理できるくん製室の設置をみた

 従来、漁村加工にマッチした各種の試作品を試験して来'たが、殆んどが実際≒
 村の中に足を土やすまでに至っていない中で、7ユくん製化は本試ての技1

 得後受講者は直ちに自家生産を開始している。これは全く珍らしいことでテ
 業界は魚価安定に切雫になっているものと思bれる。。
製法概要

 冷くん製品

 原料調理(腹開き、内臓一、一除法)一一水洗一水切一詞昧配合(負.塩6第

 糖8名、味の素0.6一ラ1、ソ〃ビン酸カリ、ハンサン各0.1弟2日漬込1



 30第木酷液、〔L1第.サステ:ノ乳液混液5分浸漬一風乾3時間一癒鈷(32～
 38℃30時間).一策ソルビン酸ア〃コー〃清拭一サヲグ油塗布一真空包装。
 なお焼干。品は、原料調理から風乾までの工程冷煩法に準ずる。熱煽(50～
 120℃3時間つ

各区分別歩留

     区分鰯製品焼手品
     工.程重量第重量第

     原料(平均魚体)Z500タ(3ア59)1004.1209(375タ)100
     '一一

     調理後6.一20083.93.41583.4

     漬込、後5.8207フ153.11075.6

     煩乾後2.81337181.44034.9

原価構成

 アユ頼製品

     区分品名単価数量金額

     原魚アユ佃800円200尾ア50096-00.0円
     食塩佃1837266.96
     砂糖佃13049664.48     副原材料味の素g1     サラダ油100925373ア■1・1升・;、一     ソルビ=/サンカリ91.20

     タリンサン夕0.606.23.72     薬口匝7ジ鰯液佃1801.00011F     サステン乳液90.9020

     アルコール100870200140

     匡二1壷イロンフイルム櫛2200.枚400
     工賃5003人1.500

     竺二薪東35・2束170
     計8,512円60銭

     製品2.81391200尾

     生産原価贈・…円1・銭1尾当・・円5・銭」一 贈・…円1・銭1尾当・・円5・銭」一
 近年急速に進展しつ1ある内水面蓄養魚類による珍味加工品の創出は魚価安定

 上不可決の要素であるとともに観光土産品としてg開発が要望されている。一方
 逐年食品消費嗜好の向上に伴い、質的変化の傾向にあるので本場試験結果に基づ

 き加工指導を行ない、一部地区で企業化されたので今後保蔵性、採算性、販路の
 確立などが残された課題と思われる。

一6山



 アユ焼干品

     区分品名単価数量。金一I額
     原,魚アユ佃800円.4.1209報3,296円
     食塩佃182055.69一'

     副原材料砂糖畑一15027335.49     味の素夕1÷十1一     サヲタ'油100925
     91.203.411     ソルビンサシカリ4.08

     葉タリンサン90.60.ろ.ぺ2.04
     0.851。■■     B→{ニテ0100ア0

     フイルムX、士十I/1+11;;     賃

     干束35

     製品…、、つ、円、。鐵、一、、二章
     生諸原価生原一画  畑当り.521円70銭1.里当47円91鉱

 アユ粕漬品

     区分□ノア     ロロ/コ単価     原無一一一アニ左9800円←≒。。十芸。。キ
     副食塩佃18丁1・126.20

     '一■■一一一一

     原I酒粕紡944.姉0414
     I■

     材みりん100(lo33三56150
     ■一

     ・.≡Il一株焼酎1000c20
     一'一一■■`     新自糟/09.。..'∩1㍗二「ll

     炭酸カルツウムψo11一一550.88
     一員功t分散性BHTll・・一「一・13.80

     タリンサン■一一Lクr」.606.64
     ソルビン酸カリ91.205.56.60

     品エルビツトーN91.405.5アア0

     デバイドロ酵藪945.522

     包装セロフ.アン枚1120枚220
     ボリセロ袋枚.3100300

     工.質入大悟尾5200尾1.000

     計§.250円63銭
     製品200尾

     生産原価2尾入1袋82円56銭I

 デ÷牛王一



定置観測(8月分)

養殖部

 句別平均水温・比重(満潮時)

 ＼1本年 水温一前句差暗,
比  里δ15

上28.81

中128.63

下28.00

月平均28.45

年

 十0.35■十1.

1羊
.22

前句差一驚期塞'平年差
十1.13 一11.08 ÷0.94

十0.65

十1.09

十0.89

水

 27～三0℃の間て・変動し、句平均水温は平年;こ比べ上旬て0.8℃、ヰ1句で

 0.4℃一,下句て0.1℃それぞれ高目を示した。

 上句。平均水温ほ28.8IC.で一.本年ρ旬平均の最高を示し、中旬以降は放I熱期

 に入ったようである。月・平均水昂は28.4℃と前月より2℃、前年S月より1

 ℃、.平年値より0.4℃それそれ高目を示した二

比坦

 23.5～25と高かんが続き大きな変動.はなふった。月平均値は24.3と軸
 角より1.7、平年腫より0.9それそれ高めであった。

 8月の水温・比重

水温

比重



 のりヨ窒殖信幸浸κ1

養殖部

 I本年産のり採苗時期

 ○現在までの水温の動きと潮汐からみて、今年の採酋時期は次のとおりです。
地区別

採苗矧 北薩 鹿児島湾

 早期採苗9月29目～10月2日10月11目～10月14目

 普通期採苗10月11日～10月14目ユ0月28団～10月31日

 晩期採苗10月28日～10月31日11月10日～11月14目

 ○ただし、漁場水温が23℃以下になっていないと採苗は失敗しますので、
 水温の測定とその動一さに注意すること。

 ○天然でのノリ胞子の着生、発芽は大潮過ぎ小潮までのいわゆる「中潮」の
 頃に最も多いので大潮に建て込むよ了にする。小潮に建て込んでも次の大潮

 過ぎまでは胞子の着生は極めて少なく、かえってヨコ'1ノなどの着生により採

 酋結果が悪くなる。

 ○野外人工採苗は糸状体の成熟如何でいつでも採苗できるが、上記の天然て

 の状.態及び作業時間など1の都合から考えると大潮が良い。

 ○ヒトエグサ採苗の適期は水温25℃前後で、9月中句の大潮が普通期採苗
 の時期でした。9月下旬の大潮1こは探苗建て込みを完了すること。

 皿今年の作柄予想

 ○ノリの生育には気温、降雨量、日射量・などの気象条件や、水温、水質、潮
 汐、水流などの海況条件が複雑にからみ合って作用しているため、ノリ養殖
 についての予報は困難である。従って、これから述べることは想像の域を・脱

 しえないが、昭和27年以来の水温の変動とその年のノリ作柄の関係から今

 年の作柄を予想してみた。

 ○豊作年(昭和30,36,37年)は夏に平年水温より高めで、冬に向っ

 て平年水温より低くなる、つまり下降型を示す。不停年(昭和28,29,

 32,34,39年)は豊作年とは逆に、夏に平年水温より低め、冬にかけ

 て平年水温より高めとなる上昇型となる。

 ○今キの水温の動きは4月ば来ほr平年並みあ変動を示し、8月にや』高め
 を示してい差。これからみると、今年の作柄は平年作でたいかと想像される。
 ○気象庁の長期予報によると西日本の気温は10月で高め、11月で平年並二
 12月は低めで冬の訪れが早いとい㌦このとおりだと水温も下降型の傾向

 を示し・ノ1川ことっては条件の良い年と考えられる・

 ○ノリの作柄は一般に採苗、発芽、2次芽増芽、幼葉の時期である10月か

 ら12月までの気象、海況が順調か不順かによって左.古されるようである。

 昨年度は不順のために不作となった。今年は上記したように平年なみの状況



 で不順の傾向はな'さ一そうであるが、11月の中だるみには特に気をつけよう。
 ○又、順調な年はノつの生長が早く、徒長による密檀や管理、生産に追われる
 ため、白クサ1ノ、赤クサ1/による被害が発生しやすい。
 予備編(2次芽、'抑制、冷凍網)η運用計画を売分練ってもらいたい。

 ○以上は水温とい弓一つの要因からみたものであるから・参考程度にしていたI
 だきたい。

 各員の研究、努力いかんが豊凶につながることはもちろんである。

漁場観測速報(7月分)

養殖部

 I旬別平均水温

       里水成川福山       店・警測地別、＼最高最低最一高最低最
       上22.8818.8825.1923.3026.

       中24.9523.150262724.2328.

       下26.7525.2526.7823.903㍗」9/6
       月平均24.9322.6726.102ろ.8128.9828.54

       グ前月差前年差十2.ア6十ろ.0ア十2.ア8十1.88十4.52'十4.58       一1.4ア一1.69十0.93十n.65十〇ユ
 ○里村のア月平均水温は22.67～24:93℃を示し、前月と比較して3℃
 前後高く、前年同期に比較すると、最南水温で1.5℃低く、.最低水手1弓て1.ア

 ℃低くなろている。

 ○水成川の月平均水温は23.81～26.10℃で、前月と比較すると1.9川

 2.8℃高い。前年同期と比較すると、最高水温では25.17℃で約1℃高く

 最低水温では24.46℃で0.7℃高くなっている。

 ○福山の月平均水温は28.54～28-98℃で、前月よりも4.5川4.6℃高

 く、昨年の同期とは1.0～1.6℃穫高くなっている。ア月に八って急に上昇

 していることは昨年の同地での傾向と同じ変化をたどる。

 ○長崎気象台8月上旬の西日本海況旬報によると、黒潮流域は平年iこ比べて
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 1℃たらず商目で、ことに沿岸内海等は水温と塩分の濃度が急に高くなり、
 この辺には赤潮の発生するおそれがあるので注意が肝要とのことである。

 二]I漁況
 /、里村

           一上中下           有為日数延出漁船数漁獲量有為日数延出漁船数漁獲量有為日I数延出漁船数漁獲量漁獲量計
           キビナコ'3262.6438ア4967167212.0ア824.392

           瀬焦5181.4877232.0939419810一3.390
           ミズイカ44100100

           つのまた1ろ.000500凹
           撒、、。。十           計1315.9ア11.764151131.88840.882

 総漁獲量は40,882片gで、これを魚種別にみると、キビナゴ'が24,392

 畑て全体の約60名をしめ、次いで瀬魚が13,390切で全体1η約33第な

 どが主なものである。前月に比べると、総漁獲量で23,242切の減獲とな

 っている。魚種別にはキビナゴ'が23,950切、ミズイカが2,500佃の減

 獲で瀬魚が208佃の増獲となっている。

 ま走寸昨年同期の上旬にお'ける漁獲量が不明なため、昨年との比較ができ
 ないが、昨年同期の中旬よりも本年の中旬が約10,000佃、下句よりも約

 21.n00切.も増獲していることから少なくとも昨年よりも豊漁であったと

 考えられる。

 。2、水成川

 一総漁獲量は4.4ア0切で、魚種別にはハガツオが1.28“gで全体の29

 %、サパが973切で約22案、その他が1,091此gで約24完を占める。

 前月に比較すると総漁獲量では2,891佃の増獲Iどたり、魚種別の変動で

 は、先月まで水揚のなかったハガツオ、アサヒガこの漁獲があった伸イカが
 540ムg、その他の魚が520佃の増獲があったこと、マダイの4字0切、
 瀬魚の190切の滅獲となっていることなどである。

 また、昨年同期と比較すると、約260切の増堕となり、.魚種別にはアジ、

 サパが約380的、イカの500佃の減獲となり、コタンは860切の増獲
 となっている。
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上中下一漁獲

有為延出漁有為延出漁有為延出漁漁獲量量計
句数船数日数船数日数船数

 ノ、ガツカ217449531,283.5

サ.ンく311636,548.6972.6

イカ3791573174696.5

アサヒガニ14928,715ア9

マダイ62,662ゐ

ア30,430.6

 その他1145ア61.〔≡90.8

331.ア62.14.4ア0.3

 大口養.魚場業務概況(アー月分)

大口養魚場

 /、概況

 7月は、水温が最も上昇する時・期となり、=ジマスも成育通水温を越すため
 成長はあまり期待できない。

 特に21号～30号池は排水溝の狭めいがら水の排水が悪く、水道しが悪いた

 め、餌付も悪く活動も不活澱になっている。

 今年は食用マスの消費が伸びて、大型魚(400ダ以上)が品不足をきたした。

 これは県下各地に開設されているソーメン流し等による消費で、一般へのPP

 にも役立っているものと考えられ、今后一般大衆消費の足掛りとして期待一てぎ
 よう。

 。2、飼育概況
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         魚種名処分内訳・7月末日飼育推定数         7月1日一推定飼育数7月の増重量販売数死.魚供試魚贈与明滅I
         ・一雄マ76878324刀022,400.一尾41.400
         食用及候補1,895.66591,500.01,054.3

         規マス候補2.4000尾2メ05
         親マス4100尾412
         権コ''イ'.         322』コ081.1ア0尾240.830
         (0一点)「稚コイ1魚)1.00一00尾1.000

         00尾188

         8佃00469且g

 3、給餌の概一票

浩健用立末

岩

       魚種名餌料名艀化稚マス食用及候補親マス稚コ'イ親・コ'イ7ユ
       マス餌付κ1?1切
       "花210

       マスペレットκ2289

       "%3514

       "花4580佃

       "ノ石5504436佃

       鱒用粉末51.5切

       フィードオイル21.414.36.25.3

       .鯉用堀2107切

       〃.佑43“9

       鯉用粉末ア

       魚.粉43.2

       小麦粉6

       .鮮魚246.5

       .鮎川粉末76.8
       ウナギ用粉末40

       ロメシンソーク20091.3

       フランダース100.385

 4、ア月の主な動き

 (1)池田湖に於ける網主賓飼育試.験ア月1日～9月10日

 地域振興対策事業の調査の一環として、コイの種苗(中羽)生産とウナギ

 養成の試験を実施。
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 7月一の平均水温(用水路)

 月.の最高水温  7.月ク8目～23・4℃

 月.の最低水1混=一  7月g日  ～'1Z6℃



 密度、成長等につい一て試験、ア月現在の成績では、かなり期待がもたれる結果
 が得られた。

 ②ニジマス河川放流実態調査

 高尾野町高尾野川に建設された・防災クム上流域に町の観光開発の一端として・
 ニジマス稚魚の放流調査を行なつ'た。

 環境及び生物層から判断して、一応適地として認められる。

 県下初の試みとして注目される。

(3)溜池養鯉診断7月26.口
 県内水面漁協のコンサノレタントとして招聰した長野水指佐久支所長富永氏の

 姶良、大口、薩摩郡管内の溜池診断.に同行、状況説明助言指導を行なった。

 先進地技術導入視察に参加して

川畑善徳

 私は去る9月7日～12日までの間、長崎市、.島原市、牛深市の各地を水産加

 工先進地視察の名目て視察して来ましたのて、私なりに気付いたことなどを述べ

 てみたいと思います。

 先進.地といえば、いかにも機動的で施設技術面共に万能化されているように思

 いがちですが後進県といわれる本県に於いても現代の交流迅速な世相の中でさほ

 ど立遅れていないのではとの印象を受けました。

 煮干、塩干に関する限り本県の場合がむしろ優位にあるとさ一え感じた次第で寺。
 た1本県の場合、我流的に改善されたものが多いのに対し、視察先進県は、近代

 的工夫、科一学的配慮により経営の運営がなされているようてす。意欲的に事業を
 運営しているという感じてした。

 これは先進県だとして見る為そう受取れたのかも知れませんが、入がやってよか

 った時にやる、それも我流的にだr勘を頼りにゃる、これでは意欲がないと言え
 ましよ弓。

 先進地はどうLたら良いものが出来るか、あの手、この手でやつています。

 使用する薬品、塩の質、醤油の質(何処の産)二砂糖、化学調味料と聞くものが

 始めてkあったからかも知れませんが、よくもこんなことまで研究し、魚質に適
 合した適正な調味の検討など感心させられました。

 確かに聞いたたけては気付かないことでもその土地の立地条件、水揚産物を知り

 】15一



 その環境の中で働く咋藁の実態.をつぶさ一に見聞できたことで言葉年表現できない
 収獲となりました回

 あれもよし、これもよし、これは自分の処で出来ない条件が悪い、これは改善し.
 工夫すれぱやれる。たとえ小さいこと.からでも年閥加工操業への意欲を改めて認

 識させられたような次第です。

 私の場合、年間いり子製造しかやっていない。その年間操業日数は僅1かに150'
 日、残りの200日は漁待ちで遊んでいる。この休閑期を今回の視察で見聞した

 簡単な漁村加工、例えばワカメ、桜干、丸干、一口ダコ、7ク'、モスク、ウニ等

 を取入れることにより年間操業への期待が叶えられる。

 これらはさほどの施設を要せずして容易に着手できることでもあり、手作業が主

 体だけに企業経営体との競合もな<標準以上の製品化を図れば自から販路も拓け

 るのてはと思います。

 先進地といえどもこの様な多角経営は見かけることはてき.ませんでしたが、先進
 地視察の意義は自分の加工場と産物、立地条件を巧みに組合せ、新しい感覚の製

 品化を手掛けるところに意味があり、叉同業一種の場合、反りに作業工程施設のホ

 :・の.一部にしろ能率的、省力的な面があれはうまく自分のものにするところに意

 義があると思います。.

 何処に何が転がっているかわからない。関心を持つだ視察の目によってのみその

 転がっているものを見出し拾うことができるのです。

 加工場主の皆様、毎日御多忙のこと㌧察しますが、働こうとする者、何か意欲
 的に仕事を手掛けようとする者にとって遊ぶこと、それ自体非常に貴重なものだ

 と思います。

 全国の有意義な先進地を視察し、その地て遊び、学ぶことから得た大きな収獲を一

 各自の工場へ持帰る.為に度重なる視察旅行の必要を改めて痛感した次第です。
 先進地視祭に参加し思いついたまLを認めました。

 皆様の御発展、御活躍を祈ります。

鹿本試共同研.究指定工場主協議会長
()
川内市漁協理事
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奄美短信

 台風1ヨ,15,16,18,1-g号と相次{・で接近が報ぜられ大型雛の避難・
 地元漁船の船揚げなどあわたkしい日々の連続であった牢、奄奉群昂竿直接の被
 害はなかったもの』定期船の欠航それに伴,う生鮮食糧品9不足・旅行者の足止め・
 離島ゐ生活には大なり小なり台風発生は影響がある。手0℃を下るこζを知らな
 かった事務所の寒暖計も時には・1℃～・今P宇示し・不年指即日により・・
 ～79と少しは暮しやすくなったもの」尚盛夏g表現一が当てはまるが、バンジロ
 ウの突も熟しはじめ、八月踊りのドンドンとタイ.コg音が響げば秋の訪れが感じ
 られて来る奄美地方1万9月の日々である。

 分場所在地の瀬戸内町発足10周年言己念(古仁屋町、実久村、書方村、鎮西村
 の・ヶ町村が合併して瀬戸内町)が・月亨.1服謡など交帥前夜祭を皮切りに
 市中パトド・自燃機に干る祝賀飛行・農林水産物展・晴司牛・花火大今・町村
 体育祭寺町をあげて祝賀五一ドにつ㌧まれ新しい町民歌なども披露された。

 夢の竜宮自慢の海にや
 真珠サンゴ'もキユヲサ添える

 奄美瀬戸内ちゃ海の町～

 なにしろ奄美の海は紺碧の空におトわれ水清く水質汚濁は全然心配なく・透明
 度の大なる事は自然を眺める眼には自腹の海の様である'。

 しかし産一業的には宇産力・とい・事で悩予の海となつて来る。
 大.島郡の海岸線は各島合せて約799片;、目鼻2,000m位までが珊ご礁の海

 底となりイ七エピ、ウ=等の底着性の動揮物、熱帯魚などか生唾、その面積は約
 1,600肋と推定されその沖合40～50浬までに点在する曽根でカツオ、瀬魚

 などを漁獲しておりその位の区域が当群豊漁暇の利用漁場である。これらの海域
 は黒潮分枝流域の反流域に属し、亜熱帯的特性で魚群水産動植物の数は多いが分
 布量そのものは豊富でない悩みがある日古老一部の間には四面海に面した奄美群

 島は水産資源豊富云々といわれているのを良く耳にする(たにしろ昔の事であろ

 うが)。漁具漁法が余り進歩せず、小規凌で消費市場の関係等継続的に漁獲する
 必要のなかった前世紀的夢物語のなごりが残っている。

 海がある、.そこに負、が生棲していた、それで漁獲する故に海に出る、式の形態が

 残っているがこれでは漁業というにはあまりにも縁遠いものではなかろうか。近

 年大島地一方でも瀬無一本釣の5屯級船が出現し魚を求めて操一業し好成績を収めて

 おり将来の漁業の在り方の暗示を与えている様で希望がもてそ弓である。現在振

 興事業漁業構造改善事業などで保全施設その他陸上施設もほつぼつと整備されつ

 つあるがこれと併行するI生産量には疑問も出て来そrであり、これも夢物語を捨

 てきれない事に多く起因しそうである、と同時に曲り角の奄美の水産は好むと好

 まざるとに拘らず漁業に対する熱意、考え方を改める必要が感ぜられ、それが後

 自慢の海・と水産関係者が言える時代となり、キュラサを添えるもの㌧内に淘業者

 生産碗.が含まれる様にしたいものだが一石それが出来ない事もなさそうである。

 (M,亘)
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業務概況

 §本場分

亟
 *7ジツポ調査

 福山は9月1日、16日、竜ケ水9月6日、19日に定期調査。

(担当者前田耕作)
 *ノリ関係

 ①ノリ糸状体培養管理中。

 ②ノリ胞子放出実験用1ア～20℃ショーケ'ス中に240W螢光灯4本

 を毎日9時間照射して6種のノリについて胞子の放出促進、その初期発生
 について観察中。

 ③ノリ野外試験準備中。

(担当者新村巌,椎原久.幸)
 *イセエビフイロソーマ飼育

 台風シ=スンに入り降雨による水質変化・停車によるコンプレッサーの休
 ,止等に,ヒり9期を最後に殆んど艶死し、現在体長4.5・鴉のもの数尾が生き残

 っている。(担当者山口昭宣)

 *アワビ稚貝飼育

 前月に引続き人工採苗稚貝約400個を桜島水族館外池二当実験室室内水

 槽でアオサ、ホンダワラ等を主餌料に飼育中。

(担当者椎原久幸,山口昭宣)

 *クロチヨウ幼生稚貝

 8月中に人工受精して発生した幼生を引続き海潟で飼育中で、約1,200

 個の付着任員が数えられる。(担当者瀬戸口勇)

 *アコヤ採苗試験

 6～7月に投入したコ1ノクターについて次の地区の採苗状況を調査した。

 9月1～4日上甑村浦内

 g月7～9日

 g月12,13日

 9月26～28日

9月27,28日

(担当者

東町本浦

笠沙町片浦

 東町、伊唐、脇崎

 垂水市牛根、福山町

一豊田茂樹,新村巌)

塵
*蒲鉾保蔵試.駿

 煉製品の保蔵性を高めるためのソピョン(甲陽化一学提供)、ネォソル7ラ

 ン(上野製薬提供)、フジタ.〃コン(藤沢薬品提供)の裸蔵効果を市販スリ
 身について試験継続中。(担当者是枝登外)
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 幸アユ煉製試験

 新設腫製室の満唐時Iの性能試運転を兼ねアユ煩製試験を実施し一た、

(担当者太下耕之進外)

*加工指導

 メルルー一サによる粕漬(緒方勉工場)、7ユ磁製及び粕漬(久野澱粉)、何
 れも業界一依頼により指導した。(担当者藤田薫外)

 *水産教室(枕崎市)及び八八会技術懇談会出席。

(担当者石神次男,藤田薫)

産
 ハマチ魚体測定

 9月1日ハマチ養成試験第3回魚体測定を行なった。

 先月は.1.尾平均2509であったが・9月1日現在一尾平均5609・最大は
 8409に成長。

 なおハマチの血液性状、魚肉成分分析等の調査も併せて行たった口

(担当者畠山国雄,九万田一己,上田忠男,弟子丸修,荒牧孝行)

 イセェピ蓄養場調査

 昭和40年度から指宿郡雫娃町かいえい漁脇は陸上円型水槽によるイセエビ
 蓄養事業を実施しているが最近異状蜷死があったので9月19目から3日間に
 わたり現場において蓄壷指導を行なうと同時に併せて水質調査、イセエビの酸

 素消費量調査を実施した。

(担当者上田忠男,九万田一己,弟子丸修)

40年度事業報省書作成準備

 4月1日から8月30日にかけて各担当者で原稿作成に李たってきたが、9
 月20日から編集を行ない、9月30日向刷製本することしなった。
 製本完了は11月中句の見込み。(担当者荒牧孝行)

磨
*照市丸

9月1日

9月5^'14日

 18～30日

*かもめ

8月30日

 9月6～19日

 9月26日～

 第1次海底調査より帰港

(担当者竹下克一,徳留陽一郎)

9月観測(担当者岩倉栄)

 サパ標識放流(西水研共同)

五島近海

 第一次パショウカジキ流網操業試験より帰港。

 出港(第二次バショウカジキ流網操業試験)
 出港(第三次バショウカジキ流網操業試験)

(担当者川上市正)
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 §大島分場分

漁業係
 *カツオ漁況時化のため出漁日数が低下、漁獲もあまワ良好ではなく大判の

 出現率が低い、餌料用キビナブは沿岸各域に広、く分布している。
 宇検村漁協イセエビ蓄養場調査。

製造係

*
*

 ウニ加工指導(徳之.島地区)
 ウニ加工試験(溶解防止として焼ミョウバン使用)

養殖係
 40年度マベ採苗貝掃除(第5回)

 生存数4,652ケ、前回からの歩留95.33男。

 41年マヘ室内採苗

 附着直前に異状姥死するものが増えた殻の先端がはしけたような状態てそ
 の原因については不明である。
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